
 

     六ヶ所村の魅力を発掘・発見・発信！ 

二又地区の魅力を体験しました！ 
2024年4月27日、六ヶ所村立郷土館は二又地区でふるさと歴史散歩を開催

しました。参加者18名は、二又地区に残る石神様や住宅の裏山にある近代期の

馬よけの土塁、太平洋戦争時の防空壕、カワシンジュガイが群れを成す二又川を、

見学しました。参加者からは”六ヶ所村にはたくさんの地域の宝があることを知

りました”、”地域ごとの歴史散歩はとても興味があるのでまた参加したい”など

ご感想をいただきました。 
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みいつけた！ 

このイベントにおいて、二又地区の方々から多大なるご支援をいただきました。 

ありがとうございました！

少年時代に富ノ沢地区で土器探しの 

思い出を語る A・M氏
石神様の伝説を語る A・J氏

実演をする 

A・K氏

近代期の馬除け用の土塁の見学 二又神社を見学

防空壕の見学

空襲について語る 

A・K氏

二又川の見学

カワシンジュガイ 

公益財団法人環境科学技術研究所 

植田 真司 氏

 

 

たくさんの家が焼けた。空襲が収まり、ガレキの

撤去作業中に、不発弾で負傷した人がいた。爆発

音がものすごかった。空襲より恐いものはない。 

死者が 2名いた。

二又川にカワシンジュガイがたく

さんいることから、この川は窒素

やリンなどが少ない清流に近い

きれいな川であることがわかる。

 
小学生時代の遊び場が 

実は日本最大級の縄文遺跡でした。

 
歯が痛い時は、この岩に頬をこすると、

痛みが治るという言い伝えがあります。

 
この土塁は馬の集落への侵入

を防ぐために設置されました。 

していた。

 
軍馬の生産を行っていて、集落

で約 200頭、飼っていました。
カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ は

2022 年に希少野生動

植物種に指定された大

変貴重な貝である。

6 基の防空壕跡が現存し、集落の南

側の崖に作られていた


